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2024年10月24日 

 

重工業研究会との定例懇談会 

カーボンニュートラルに向けた技術対応と標準化への取組み 

－ 補足資料 － 

 

（一社）セメント協会 

技術委員会 

 

本資料はPPT資料「カーボンニュートラルに向けた技術対応と標準化への取組み」の各ページに記

載した内容に関する補足資料です。 

 

 

【Ｐ.３】「セメント協会がJIS原案作成団体となっている規格」 
 

＜セメント関連の規格化におけるセメント協会の役割＞ 
 

 

 

【Ｐ.５】「カーボンニュートラルを目指すセメント産業の長期ビジョン(概要)」 
 

＜カーボンニュートラルに向けた対策の方向＞ 
 

  

資料３-補足  
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【Ｐ.７】「クリンカ/セメント比低減に向けた今後の方向性」 
 

＜環境配慮型コンクリート＞ 
 

現状ではJIS規格外となるが、混合材多量添加コンクリート（低クリンカ／セメント比）やCO2固

定型コンクリート（回収CO2の利用技術）などが実用化されている。 

 

出展：環境省 https://www.env.go.jp/content/000216325.pdf  

 

【Ｐ.８】「少量混合成分増量の意義」 
 

＜目標：少量混合成分5％増量・人工炭酸カルシウムの活用(普通ポルトランドセメント)＞ 
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【Ｐ.９】「少量混合成分増量に向けた取組み」 
 

＜少量混合成分10％添加 実機試製セメントを用いた試験＞ 
 

 
 

 

【Ｐ.13】「試験方法に関する規格の整備状況」 
 

＜JIS R 5202:2024「セメントの化学分析方法」の改正概要＞ 
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＜セメント協会標準試験方法の制定・改正＞ 
 

① 目的 

  セメント業界（セメント関連の試験・研究機関）で必要とされる試験について、統一的な試験

方法を定める。工場の品質管理などで使用されるものが多い。  
 
② 位置付け 

  JIS規格等の｢公定法｣ではないが、｢準公定法｣としての扱い 
 
③ 2023年度新規制定規格 

 JCAS J-02「セメントの水和熱測定方法(伝導型熱量計方法)」 

  特徴 

   ・試験操作に熟練を要しない（一般化が可能） 

   ・短時間で測定可能 

   ・有害な試薬を使用しない 
 
④セメント協会標準試験方法一覧(16種) 

 
 

＜「セメント規格がわかる本」の編集＞ 
 

JIS規格改正後は、JIS規格について分かり易く解説した『セメント規格がわかる本』が 

発行される 

 


